案　内　図
【座間地区】座間第３市民農園
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【栗原地区】栗原第３市民農園
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【入谷地区】入谷第１市民農園
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市民農園利用者募集要項
市民の皆様に野菜作りや花の栽培を通じて、自然の恵みや収穫の喜びを体験いただくため市民農園の利用者を募集いたします。

今回の募集は下記３農園です。

	農　園　名
	所　　在　　地
	区画面積
	募集区画数
	負担金(年額)

	座間第３
	座間字清水1472-1　外
	約６０㎡
	２０区画程度
	１０，８００円

	栗原第３
	栗原字小池東原1084-9　外
	約３０㎡
	２０区画程度
	５，４００円

	入谷第１
	入谷西5丁目97
	約３０㎡
	２０区画程度
	５，４００円


※所在については、「案内図」を参照ください。
（１）応募資格は、座間市に住民登録がある方で１世帯につき１区画です。

※ 重複の応募はできません。

（２）申込に際し、座間市市民農園貸付要綱（抜粋）及び【市民農園の利用について】をご一読いただき、ご了承ください。
（３）既に他地区の座間市市民農園を利用されている方は、お申込みできません。
（４）過去に貸付を取り消しされたり、長期にわたり耕作等を行わず荒地にするなど、周囲への迷惑行為等の事実が確認できた場合は、利用申込書を受理できません。

（５）応募期間は、令和６年２月１日（木）から２月９日（金）までです。
（６）利用期間は、令和６年４月１日から令和９年２月末日までです。（約３年間）

（７）申し込み方法は、市LINE公式アカウントから電子申請または市役所４階産業振興課、各出張所で配布する申込書（市ホームページからダウンロード可）に必要事項を記入の上、郵送または直接担当へ持参してください。※ 出張所での応募はできません。
（８）応募者多数の場合は、抽選となります。

（当落の結果は、３月中旬以降に応募者全員に通知にてお知らせいたします。）

　　

〒252-8566　
座間市緑ケ丘一丁目１番１号
座間市地域づくり部産業振興課農政係
電話　046-252-7601（直通）
ＦＡＸ  046-255-3550  
【市民農園の利用について】
◎農園の利用については、次の事項を必ず遵守して下さい。
１　利用できる農園は、承認を受けた農園（区画）のみとし、耕作権･借地権等の権利は生じません。栽培できるものは、野菜と花のみです。ただし、永年性植物、多年生植物の栽培は禁止いたします。

２　利用期間中は利用区画に接する通路、法面及び植込み等の管理・除草等並びに区画内の清掃作業は日常的に必ず行なってください。

３　利用期間が満了する時は、返還する１０日前までに農作物、資材、ごみ等を完全に撤去し、利用開始当初の状態（更地）に戻し、市へ返還して下さい。

４　種苗、肥料、水及び農機具は、利用者の負担となります。

５　禁止事項は次のとおりです。

①　一切の建物及び工作物を設置すること

②　営利目的に使用すること

③　永年生や多年生植物を栽培すること（果樹、植木や２年以上根が土中に残る花等栽培は禁止）

④　第三者に利用させたり、利用権利を譲渡すること
⑤　区画の形状を変えたり、利用区画以外の区画に立ち入ったり、他の利用者及び隣接地権者に迷惑を掛けたりすること（区画の適切な維持、管理をせずに放置させることも含む。）

⑥　通路、法面、利用区画外等に栽培及び野菜くず、雑草、ゴミ、資材等を放置すること
６　都合により年度途中に農園を返還する場合は速やかに連絡し、指示に従ってください。
なお、お支払された貸付負担金（利用料）の還付はいたしません。
７　農作物の盗難、病害虫等により農園の利用が困難となった場合及び作物に損害が生じた場合並びに車置場での事故等については、市は一切の責任を負わないものとします。

８　土地所有者の都合等により当該農地の返還請求があった場合は、利用期間が短縮されます。

９　貸付負担金（利用料）納付書は毎年４月上旬に発送いたしますので、必ず期日までに指定の金融機関等でお支払いください。

10　前項以外で農園の利用に関するその他の疑問、質問等は、市にお問い合わせいただき、その指示に従って下さい。
座間市市民農園貸付要綱（抜粋）

（目的）
第１条　この要綱は、市が行う特定農地貸付け（以下「市民農園」という。）の実施、運営、利用等に関し必要な事項を定めることにより、農業者以外の者が野菜や花を栽培して自然に触れ合うとともに、農業に対する理解を深めてもらうことを目的とする。

（貸付期間等）
第４条　利用者に対する貸付期間は、３年以内とする。

２　土地所有者の事情により、当該農地の返還請求があった場合は、貸付期間を短縮するものとする。

（貸付負担金等）
第５条　貸付けに係る貸付負担金(以下「負担金」という。)は、１㎡当り年額１８０円とする。
２　利用者は、貸付期間に係る各年度分の負担金を指定期限までに支払うものとする。
３　貸付期間が１年未満のときは、月割計算とする。この場合において、１箇月に満たないときは、１箇月とみなして計算する。

４　市民農園を利用するために要する種苗、肥料、水、農機具等は、利用者の負担とする。

(禁止事項)

第９条　利用者は、市民農園において次に掲げる行為をしてはならない。
⑴　一切の建物及び工作物を設置すること。
⑵　営利目的に使用すること。
⑶　永年性や多年草の植物を栽培すること。
⑷　第三者に利用させること。
⑸　区画の形状を変えたり、承認された区画以外に立ち入ったり、他の利用者及び隣接地権者に迷惑を及ぼすこと。
⑹　その他市長が指示した事項

　（市民農園の維持・管理等）
第１１条　市長は、市民農園の適切な維持・管理及び運営をするため利用者に対する指導を行うものとし、必要に応じて、区画内に立ち入ることができるものとする。
　（利用承認の取消し）
第１２条　市長は、利用者が次の各号のいずれかに該当するときは、利用承認の取消しをすることができる。
　⑴　利用者が市民農園利用辞退届(第３号様式)を提出したとき。
　⑵　第９条に規定する禁止事項に該当する行為をしたとき。
　⑶　正当な理由なく一定期間耕作しないとき。
　⑷　その他市長が特別の事情があると認めたとき。

【事務担当】　








